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平
成
二
十
三
年

テ
レ
ビ
が
見
え
な
く
な
る
？

現
在
、
国
の
方
針
に
よ
り
平
成
二
十
三
年

七
月
か
ら
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

し
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
移
行
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
よ

り
、
勝
浦
町
で
は
、
今
ま
で
見
る
こ
と
が
で

き
た
関
西
か
ら
の
テ
レ
ビ
電
波
が
安
定
的
に

受
信
で
き
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
事
態
に
、
都
市
部
で
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
か
ら
有
線
で
電
波
を
受
信

す
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
テ
レ
ビ
放
送
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
勝
浦
町
で
は
採
算

性
な
ど
の
問
題
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
の
参
入
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
以
外
で
も
、
勝
浦
町
で
は
超
高
速

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
全
町
的
に
整
備

が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
都
市
部
と
の
情
報

格
差
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
と
し
て
、
上
勝
町
と
連
携
し
、

国
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て
今
年
度
中
に
光

フ
ァ
イ
バ
網
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
で
光
フ
ァ
イ
バ
網
が
整
備
さ

れ
る
と
、
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
地
上

波
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
サ
ー
ビ
ス
が
都

市
部
と
同
じ
よ
う
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

光ファイバによるケーブルテレビと

超高速インターネット環境の実現

勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業①

勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業（概要）

▼利用料金の内訳について

初
期
費
用

引き込み工事 65，000円程度
右の図のとおり電柱から宅内への引き込

み、光電変換装置の設置、１台目の既存テ
レビまでの調整を含みます。

宅内配線工事 実費負担

２台目以降のテレビへの配線、パソコン
への接続にかかる経費です。この配線工事
については各家庭により事情がことなるた
め、実費負担して頂くようになります。

月
々
の
費
用

基本料金 月額3，000円程度
１～12チャンネルとインターネットを含ん
だ金額です。

■チャンネル一覧表

■インターネット

■行政情報

■ IP電話 勝浦郡内のIP電話間は無料

１ch 四 国 放 送 ８ch 関西テレビ

３ch ＮＨＫ総合 10ch 読売テレビ

４ch 毎 日 放 送 12ch ＮＨＫ教育

６ch 朝 日 放 送

通 信 速 度 最高速度100Mbps

メールアドレス １個

オプション
（有料）

メールウイルスチェック

コンテンツフィルタリング等

役場からのお知らせや、イベント情報、

防災情報などを映像や文字の情報として、
いつでも見たいときにご覧頂けます。（光

電変換装置に直接つながったテレビのみ）

※ＮＨＫの受信料が別途必要になります。

配線工事の内訳（概要）
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五
月
二
十
一
日
か
ら
各
地
区
を
対
象

と
し
た
住
民
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

説
明
会
で
は
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
と
防
災
無
線
整
備
事
業
に
つ
い
て
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
希

望
調
査
と
防
災
無
線
個
別
受
信
機
の
設

置
申
し
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
大
変
重
要
な

ア
ン
ケ
ー
ト
と
申
し
込
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り
日

六
月
十
七
日

回

収

方

法

用
紙
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
封
入

し
て
い
た
だ
き
、
地
区
の
役
員
さ
ん
が

回
収
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
際
に
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
区
の
役
員
さ
ん
が
回
収
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
際
に
、
お
渡
し
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
切
手
を
貼
ら
ず
に

郵
便
ポ
ス
ト
へ
封
筒
を
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

２-

２
５
１
１

▼引き込み工事について（平成17年度に加入する世帯）

加入については、どのような世帯でも加入できますが、補助対象とならない世帯については、光電変換装
置を実費負担していただくようになります。

※平成18年度以降に加入する世帯は、センターまたはサブセンター施設から家庭までの光ファイバ引き込

み工事費用が必要となります。

補助対象となる世帯 65,000円程度 補助対象とならない世帯
145,000円程度

(65,000円＋80,000円)

住民基本台帳を基に勝浦町・上勝町に住民票を有

する世帯の内、今回の事業で加入する世帯

会社の事務所、工事、事業所、別荘などがあります。

また、住民票を有していても来年度以降に後から加入する世

帯についても補助対象となりません。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問１ あなたの世帯は加入したいですか？

① 加入したい ② 加入したくない

ケーブルテレビへの加入希望調査 記入例

………………………………………………（きりとり）………………………………………………

回答欄
個別受信機の

① 設置申し込みを す る

② 設置申し込みを し な い

氏 名 勝 浦 太 郎 印

住 所 勝浦町大字久国字久保田３

デジタル防災無線個別受信機の設置申し込み 記入例

個別受信機設置を申し込ま

れる方は「する」に。しな

い方は「しない」を○で囲

んでください。

必ず、押印してください。

加入したい意思がある方は

「加入したい」に、加入した

くない方は「加入したくな

い」を○で囲んでください。
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時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
と
保
護
者
）

内

容

※
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
「
七
夕
の
集
い
」
は
、
七
月
五
日

で
す
。
生
比
奈
保
育
所
の
「
七
夕
の
集
い
」
と
同

じ
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
の
悩
み
相

談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
発
育
、

食
事
、
排
泄
、
言
葉
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な

疑
問
、
悩
み
で
も
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な
ら

れ
て
、
困
っ
た
こ
と
や
気
に
か
か
る
こ
と
な

ど
を
語
り
合
っ
て
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

せ
、
ビ
タ
ミ
ン
愛
の
補
給
を
し
、
明
日
か
ら

の
仕
事
の
活
力
に
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

２
―
３
０
７
７

二
〇
〇
五
年
は
、
二
十
一
世
紀
最
初
の
国

勢
調
査
の
年
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
人
口
と
世
帯
に
関
す
る
最

も
基
本
的
な
統
計
調
査
。
今
か
ら
八
十
五
年

前
の
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
第
一
回
が

行
わ
れ
て
以
来
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
、
今
回
で
第
十
八
回
を
迎
え
ま
す
。

日
本
は
今
、
人
口
の
増
加
か
ら
減
少
と
い

う
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
日
本
に
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
を

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
調
査
票
は
、
日
本
の
未
来
を
描
い
て
い

く
た
め
の
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
る
の
で
す
。

国
勢
調
査
員
が
配
布
す
る
調
査
票
に
、
十

月
一
日
現
在
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
法
務
省
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
六
月
一
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
お
り
、

徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
及
び
徳
島
地

方
法
務
局
で
も
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と
人
権
思
想
の

普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上

で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、

人
々
が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ

て
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
願
い
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る
六
月
一
日
に

は
全
国
一
斉
の
人
権
相
談
を
左
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

◎
人
権
相
談
開
設
場
所

町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

六
月
一
日

十
三
時
～
十
六
時
三
十
分

役
場
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課

２
―
１
５
０
２

町
で
は
農
業
用
機
械
施
設
と
し
て
バ
ッ
ク

ホ
ウ
と
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
所
有
し
て
お
り

ま
す
。
業
務
は
中
山
の
片
山
博
之
さ
ん
（

２
―
３
５
７
４
）
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
内
容

老
木
園
・
不
良
園
の
改
植
、
園
内
道
の
整
備

農
道
の
新
設
整
備
、
小
規
模
の
土
地
基
盤
整

備
、
及
び
農
地
・
農
業
用
施
設
の
補
修

費

用

※
右
記
利
用
料
及
び
積
降
料
に
つ
い
て
は
町
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
運
搬
料
（
通
常
片
道
料
金
の

み
）
に
つ
い
て
は
別
に
請
求
が
き
ま
す
の
で
お
支

払
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
産
業
振
興
課

２
―
１
５
０
５

農
業
用
機
械
施
設
の
ご
利
用

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
六
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

６月22日 ６月15日 ６月８日 ６月１日

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
と
相
談

★
ピ
ア
ノ
観
賞

★
園
庭
開
放

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

★
６
月
生
お
誕
生
会

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

★
簡
単
な
ゲ
ー
ム
遊
び
を
し
よ
う

★
体
操
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老

人

保

健

運

搬

料

積

降

料

利

用

料

片
道

八
、四
〇
〇
円

（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
中
村
の
場
合
）

一
回

三
、〇
〇
〇
円

一
時
間
あ
た
り
三
、三
〇
〇
円

人
権
擁
護
委
員
の
日

国
勢
調
査

～
日
本
を
支
え
る
デ
ー
タ
づ
く
り

園内道の新設状況



５

高
齢
者
に
と
っ
て
も
便
利
な

家
に
し
よ
う
！

介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
支
援
者
・

要
介
護
者
の
自
立
、
自
宅
で
の
生
活

支
援
を
目
的
と
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な

居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
・
通
所

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
は
別

に
、
自
宅
で
の
生
活
を
便
利
に
し
、

介
護
を
し
て
い
る
人
の
負
担
を
減
ら

し
、
高
齢
者
の
生
活
に
合
わ
せ
た
住

宅
環
境
を
整
備
す
る
目
的
で
「
福
祉

用
具
」
、
「
住
宅
改
修
」
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
に
も
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
の
多
い
制
度
で
も
あ
り
、
絶
対

に
個
人
と
事
業
者
だ
け
で
利
用
し
な

い
で
下
さ
い
。

介
護
保
険
の
「
福
祉
用
具
」
と
は
？

貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）
と
購
入
の
二

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
象
品

目
（
車
い
す
、
杖
な
ど
の
日
常
的
な

道
具
）
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
福
祉
用
具
の
多
く
の
種
類
の

用
具
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
対
象
品

目
だ
け
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
幅
広

く
情
報
を
集
め
、
自
分
の
身
体
・
生

活
に
合
わ
せ
た
福
祉
用
具
を
選
ぶ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
品
目
は
次
の
十
七
品
目
で
す
。

①

貸
与
の
場
合

指
定
十
二
品
目

②

購
入
の
場
合

指
定
五
品
目

※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

年
間
支
給
限
度
額

一
〇
〇
〇
〇
〇
円

介
護
保
険
の
「
住
宅
改
修
」
と
は
？

日
本
式
の
住
宅
は
段
差
が
多
く
、

和
式
ト
イ
レ
・
狭
い
階
段
な
ど
は
、

高
齢
者
の
行
動
に
大
き
な
負
担
と
な

り
、
結
果
と
し
て
転
倒
骨
折
な
ど
の

事
故
の
発
生
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
の
が

「
住
宅
改
修
」
で
す
。
原
則
と
し
て
一

人
に
つ
き
上
限
額
ま
で
の
利
用
し
か

で
き
な
い
た
め
、
工
事
費
用
と
使
用

年
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

対
象
工
事
は
次
の
五
つ
で
す
。

①

手
す
り
の
取
り
付
け

②

段
差
の
解
消

③

床
・
通
路
面
の
材
料
変
更

④

扉
の
取
り
替
え

(

開
き
戸

引
き
戸)

⑤

便
器
の
洋
式
化

⑥

①
か
ら
⑤
に
関
す
る
必
要
工
事

累
積
支
給
限
度
額

二
〇
〇
〇
〇
〇
円

二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
前
の
注
意
！

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、
ま
ず
目
的
（
家
の
中
を

自
由
に
歩
き
た
い
。
介
護
者
の
負
担

を
減
ら
し
た
い
。
な
ど
）
を
決
め
、

現
在
の
生
活
・
自
分
の
身
体
、
家
族

な
ど
の
状
況
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
に
、

①
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相

談
す
る
。

②
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
、
事
業
者
・
利

用
者
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

協
議
し
、
給
付
対
象
・
対
象
外

の
確
認
を
し
ま
す
。

③
費
用
と
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
利
用
者
が
納
得
す
れ
ば
工

事
・
購
入
の
開
始
と
な
り
ま
す
。

④
以
後
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
利
用
は

保
険
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
福
祉
用
具
」
「
住
宅
改
修
」
は
自

宅
で
の
生
活
を
送
る
場
合
に
、
必
要

と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
だ
け
償
還
払

い
（
ま
ず
全
額
自
己
負
担
し
、
そ
の

後
に
申
請
を
行
い
、
認
可
さ
れ
れ
ば

対
象
費
用
の
九
割
が
返
還
さ
れ
ま
す
。）

と
し
て
、
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
給
付
対
象
と
認
め
ら
れ
な
い

場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

給
付
対
象
の
確
認
に
は
あ
る
程
度

の
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
す
。
必

ず
、
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（

２
―
３
７
０
０
）
も
し
く
は
役
場

福
祉
課
（

２
―
１
５
０
２
）
へ
相
談

し
て
下
さ
い
。

区 分

公文書の公開

請求
処理の状況

公 開 部分公開 非公開 不受理

件数又は
人 数

１件 ０件 １件 ０件 ０件

平成16年度（平成16年４月～平成17年３月）に

おける同条例の運用状況を公表します。

１.情報公開の状況

注：「不受理」とは、当該情報が存在しないため

請求書を受理しなかった場合をいいます。

区 分 人数

町内に住所を有する者 １人

町内に事務所又は事業所を有する個人
及び法人その他の団体 ０人

町内の事務所又は事業所に勤務する者 ０人

実施機関の事務事業に利害関係を有する者 ０人

町 長 １人 監 査 委 員 ０人

議 会 事 務 局 ０人 農 業 委 員 会 ０人

教 育 委 員 会 ０人 固定資産評価審査委員会 ０人

選挙管理委員会 ０人

合 計 １人

２.情報公開の請求者別内訳

３.情報公開実施機関別内訳

４.不服申し立て状況 該当なし

問い合わせ 役場総務課 2－2511

情報公開条例の平成16年度

運用状況を公表

↓

介
護
保
険
の

「
福
祉
用
具
」と「
住
宅
改
修
」

に
つ
い
て
の
注
意



６

勝
浦
町
内
で
の
行
事
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
感
動
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地
域

や
学
校
な
ど
で
、
あ
な
た
の
身
の
回
り
の
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
こ
ま
を
ス
ナ
ッ
プ

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
写
真

勝
浦
町
内
で
撮
影
し
た
も
の
で
季
節
に
あ
っ

た
写
真
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由

サ

イ

ズ

Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

締
め
切
り

七
月
広
報
締
め
切
り

六
月
十
五
日

八
月
広
報
締
め
切
り

七
月
十
五
日

応
募
方
法

①
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
写
真
の

場
所
等
を
添
え
て
役
場
総
務
課
ま
で
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ

の

他

①
た
て
・
よ
こ
は
自
由

②
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
採
用
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

２
―
２
５
１
１

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

が
、
こ
の
春
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

六
月
の
活
動
内
容

○

折
り
紙
で
、
ご
っ
こ
遊
び
を
し
よ
う
。

○

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
、
お
寿
司
屋
さ
ん
に
な
ろ
う
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

七
日

は
育
児
相
談
あ
り

場

所

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
沼
江
）

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

４
―
２
０
２
６

広
報

か
つ
う
ら

表
紙
写
真
募
集
！

～
あ
な
た
も
広
報
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

募

集

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に

入
り
ま
せ
ん
か

外
で
遊
ば
な
い
の
？

男
子
サ
ッ
カ
ー
や
っ
て
る
よ
。

運
動
苦
手
な
ん
だ
。
そ
れ
に
本
を
読
む
の
が
好
き
だ
し
。

も
し
か
し
て
、
家
で
は
花
と
か
育
て
て
る
？

う
ん
。

や
っ
ぱ
り
。
な
ん
か
、
女
の
子
み
た
い
。

そ
う
か
な
あ
。
お
も
し
ろ
い
よ
。

普
通
、
男
子
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

で
も
、
僕
は
読
書
の
方
が
好
き
な
ん
だ
。

こ
の
会
話
を
聞
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
し
た

か
？

男
の
子
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
じ
ゃ
な
い
と
だ
め

な
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
ま
で

｢

女
ら
し
さ
・
男
ら
し
さ｣

と
い
わ
れ
て

き
た
も
の
や｢

女
の
役
割
・
男
の
役
割｣

と
み
な
さ
れ

て
き
た
も
の
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
女
性
や
男
性
に

備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
や
文
化
が
つ
く

り
あ
げ
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

｢

社
会
的
・
文
化
的

に
つ
く
ら
れ
た
性
別｣

を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
は
気
付
か
な
い
う
ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て

生
き
方
や
性
格
、
行
動
を
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

人
の
行
動
や
生
き
方
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
決
め

つ
け
な
い
こ
と
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
と
い
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
男
女
平
等
社
会
の
実
現
へ
の

第
一
歩
と
し
て
、
私
た
ち
の
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
敏
感
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

２-

１
５
０
１

男
女
共
同
参
画
社
会
を

め
ざ
し
て
⑳

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ９ ・16 午後 7:30～9:30

踊 り ８ ・15 午後 2:00～4:00

歌 謡 23 ・30 午後 7:30～9:30

生け花 ６ ・20 午後 7:30～9:30

大正琴 ９ ・16 ・24 午後 6:30～8:00

習 字 ３ ・10 ・17 午後 7:00～9:00

◎
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

近
隣
地
域
と
の
交
流
事
業
と
し

て
、
各
種
講
座
を
次
の
と
お
り
開

講
い
た
し
ま
す
。

場

所

勝
浦
会
館

６
月
交
流
講
座
ご
案
内



７

町
営
住
宅
・
町
営
単
独

入
居
者
募
集

町
営
住
宅
が
空
き
室
と
な
り
ま
し
た

の
で
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅
・
戸
数

坂
本
旭
住
宅

一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

３
Ｄ
Ｋ

西
岡
単
独
住
宅

一
戸
分

鉄
筋
二
階
建
て

３
Ｋ

申
込
期
間
（
共
通
）

平
成
十
七
年
六
月
一
日

～

六
月
十
五
日

ま
で
の
間

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
（
六
月

二
十
一
日

予
定
）
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

応
募
資
格

（
坂
本
旭
住
宅
）

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
に
す
ん
で

い
る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本

町
に
住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
を

さ
れ
る
方
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る

こ
と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額

二
十
万
円
以
下
）。

単
身
者
の
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力

を
有
す
る
方
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人

が
必
要
で
す
。

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ

ト
の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

（
西
岡
単
独
住
宅
）

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
に
す
ん
で

い
る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本

町
に
住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
を

さ
れ
る
方

家
賃
及
び
敷
金
（
家
賃
の
三
月
分
）

を
支
払
い
す
る
能
力
を
有
す
る
方

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人

が
必
要
で
す
。

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ

ト
の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

（
坂
本
旭
住
宅
）

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
一
ヶ
月
一
四

七
〇
〇
円
か
ら
二
四
四
〇
〇
円
程
度

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
賃
は
、

毎
年
所
得
額
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
ヶ

月
分
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る

費
用
等
は
、
入
居
者
の
負
担
で
す
。

（
西
岡
単
独
住
宅
）

月

額

七
〇
〇
〇
円

共
益
費

三
〇
〇
〇
円

※
そ
の
他
、
単
独
住
宅
の
維
持
・
補
修

に
関
す
る
費
用
は
全
て
入
居
者
の
負

担
で
す
。

入
居
の
時
期
（
共
通
）

平
成
十
七
年
七
月
一
日

（
予
定
）

そ
の
他

・
西
岡
単
独
住
宅
は
、
平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
契
約
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
の
部
屋

の
状
態
で
入
居
可
能
な
方
、
入
居
後

も
町
は
修
繕
等
を
行
わ
な
い
こ
と
を

了
解
の
う
え
、
定
期
借
家
契
約
（
期

間
設
定
）
に
よ
り
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住

宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ

る
。

・
所
定
の
用
紙
を
住
民
課
で
用
意
し
て

い
ま
す
。

★
申
込
受
付
・
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

２
―
１
５
０
１

坂本旭住宅

西岡単独住宅

入 居 者 募 集



８

まちかど散歩みち

内閣総理大臣から冨士巻 尚志氏に贈られた瑞宝双光章

北野アヤノさんが趣味で作られた手芸作品

明
治
三
十
八
年
生
ま
れ
の
北
野
ア
ヤ
ノ
さ
ん

（
沼
江
）
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
に
、
県
知
事
代
理
と
し
て
河
野
中
央
福

祉
事
務
所
次
長
と
川
口
町
長
が
自
宅
を
訪
問
し
、

長
寿
の
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ヤ
ノ
さ
ん
が
、
趣
味
で
作
ら
れ
た
手
芸
作
品

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
今
で
も
畑
仕
事
を
手

伝
っ
て
い
る
こ
と
、
食
べ
物
は
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
元
気
そ
う
な
お
姿

か
ら
は
百
歳
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
！

川口町長から祝い状をうけとる北野アヤノさん

明
治
・
大
正

昭
和
・
平
成
を
経
て

従六位瑞宝双光章
故冨士巻尚志氏に

平
成
十
七
年
二
月
十
三
日
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
生
名
の
冨

士
巻

尚
志
氏
（
元
生
比
奈
小
学
校
長
）
に
対
し
、
従
六
位

瑞
宝
双
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
冨
士
巻
氏
は
、
三
十
七
年

間
と
い
う
長
年
に
渡
り
教
育
者
と
し
て
児
童
生
徒
の
教
育
に

専
念
し
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
取
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児

童
・
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
地
域
と
保
護
者
と
の
連
携
を

密
に
し
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
両
面
に
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
は
町
社
会
教
育
委
員
長
、
小
松
島
市
立
図

書
館
長
に
任
命
さ
れ
、
社
会
教
育
の
振
興
、
発
展
に
多
大
な

る
貢
献
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積

極
的
に
行
う
な
ど
、
町
に
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
活
躍
し
、

大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
瑞
宝
双
光
章
に
敬
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



９

今山農村舞台公演が５月１日開催され、ゴール

デンウィーク中の帰省客ら大勢の観客が詰め掛け

ました。

人形浄瑠璃や歌舞伎だけでなく、幅広いジャン

ルの公演を行い、一味違った魅力が引き出されま

した。勝浦座らによる人形浄瑠璃ほか12の団体・

個人が、尺八や琴による邦楽演奏、朗読などが披

露されました。

▼
今山農村舞台公演 開催

▼

町ゲートボール大会

５月19日(木)町ゲートボール大会が中角

コートで開催されました。スポーツを通し

ての健康の維持・増進を目的に開催されて

いて、今回は町内から７チーム40人が参加

しました。

どのチームも、声を掛け合いながら息の

あったプレーで汗を流しました。優勝は、

生名チーム、準優勝は中角①チームでした。

中央福祉地区身体障害者スポーツ大会

▲

５月10日(火)中央福祉地区身体障害者

スポーツ大会が町民体育館で開催されま

した。本町からは24人が参加しました。

本大会は、身体障害者がスポーツを通

じて体力の維持増強を図り、中央福祉管

内の障害者が一同に介し、障害に対する

認識を深め障害者と交流を広めることを

目的とし、毎年中央福祉管内10ヶ町村持

ち回りで開催されています。

参加した皆さんは、ボールリレーやス

トライクボールなど10の種目で、すがす

がしい汗を流しました。

machikado sanpomichi

５月 町内の出来事
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平成16年度

勝浦町中山間地域等直接支払事業の実施状況

旧対策の実施により、各集落協定においては、集落の話し合いの活発化や将来に向けた農業生
産活動等の継続への動きも見られることから、新対策においては、旧対策により活発化したこれ

ら集落の動きを一層充実させ、中山間地域等における多面的機能の維持・増進を一層図るため、
自立的かつ継続的な農業生産活動等の体制整備に向けた前向きな取組等を推進します。

※問い合わせは、役場産業振興課（ 2－1505）

協定

整理

番号

（協定

数）

協 定

集落名

協定

参加

者数

交付金額

（円）

協定対象農用地面積（㎡） 主な共同取組活動の内容

計（㎡）
田 畑 （農業生産活動、生産性・収

益の向上、担い手の定着等に
関すること）急傾斜

（㎡）
緩傾斜
（㎡）

急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

１ 石 原 56 4,161,945 362,656 29,579 59,554 263,378 10,145
農機具倉庫・バーベキューハ
ウスの整備、花づくり

２ 沼 江 52 3,688,630 309,806 37,744 56,579 211,148 4,335 農道の管理、村祭りの伝承
（子供みこし）

３ 掛 谷 22 1,352,055 148,542 13,214 3,442 73,178 58,708
農道の管理、花づくり、集落
内雑木の伐採

４ 山 西 32 1,464,809 176,993 8,697 857 86,160 81,279 農道や法定外公共物の管理

５ 中 角 東 26 2,074,891 180,474 180,404 70
農道の管理、だんじり太鼓の
伝承と道具の修復

６ 中 角 西 12 932,443 81,082 81,082 農道の管理、だんじり太鼓の
伝承

７ 生 名 74 4,607,095 440,430 15,407 23,463 336,298 65,262
農道の管理、さくら祭り

（イチョウ・桜並木にイルミネーション）

８ 今 山 47 3,687,337 321,813 320,124 1,689 農道・ミニ四国八十八ヵ所参
道の管理、農村舞台の復活

９ 黒 岩 14 688,447 59,865 59,865 農道の管理、花づくり

10 星 谷 68 3,936,473 402,417 4,396 313,529 84.492
農道の管理、農機具の一括購入、
ミニ八十八ヵ所の整備活動

11 久 国 45 1,927,556 214,733 10,315 5,548 121,314 77,556 農道の管理、花づくり

12 棚野石倉谷 29 1,046,308 85,448 6,928 78,250 270
農道の管理、ビオトープ（昆虫類の保護）
トピアリー（トトロをかたちどった木）の手入れ

13 棚野大谷 20 1,503,966 129,197 4,849 120,865 3,483
農道の管理、ミニグリーンツー
リズム

14 中山第１ 25 1,299,407 113,197 1,756 1,401 108,273 1,767
農道・用水路の管理、だんじ
り太鼓の伝承と道具の修復

15 中山第２ 39 3,117,069 256,265 17,897 238,368
農道の管理、だんじり太鼓の
伝承

16 中山第３ 60 3,028,538 255,918 18,826 10,870 219,307 6,915
農道・用水路の管理、だんじ
り太鼓の伝承

17 横瀬立川 23 1,670,144 137,807 10,232 126,095 1,480 農道の管理、みかん新品種の
栽培

18 横瀬前川 18 820,032 71,808 71,088 720
農道の管理、さくら公園の整
備

19 横瀬寺谷 12 860,857 76,830 73,994 2,836 農道の管理

20 与川内下分 27 1,320,500 116,271 114,194 2,077
農道の管理、ホタル祭り、ツ
ツジの手入れ

21 与川内中央 19 669,920 60,430 2,693 51,411 6,326 農道の管理、ホタル祭り

22 与川内宮平 38 4,065,119 330,470 31,767 294,069 4,634
農道・用水路の管理、ホタル
祭り

23 坂 本 下 29 2,375,928 196,964 20,258 7,351 162,370 6,985 農道・用水路の管理、オハツ
キイチョウの周辺整備

24 坂本３部 47 2,097,747 175,316 10,815 1,109 161,236 2,156
農道の管理、コミュニティー
道路の復旧、花づくり

25 坂本松尾 37 2,128,537 185,850 5,882 171,891 8,077 農道の管理、花づくりとあじ
さい祭り

26 坂本黄檗 16 1,537,710 131,526 5,094 123,528 2,904
農道の管理、きはだの木の養
成

887 56,063,463 5,022,108 251,953 174,570 4,161,419 434,166
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国民年金保険料と免除申請

国民年金だより

国民年金の保険料の額は、生活水準、将来の年金

や経済の見通しなどをもとに見直されています。今

年の保険料は、月額13,580円です。

保険料を納める方法は、社会保険庁から送られて

くる納付書で金融機関（銀行、郵便局、農協、信用

金庫など）、または社会保険事務所で納めることが

できます。

希望すれば、銀行や郵便局などの預貯金口座から

自動的に引き落とす口座振替の方法で納付でき、納

め忘れがなく、手数もかからないうえ、割引額も多

いのでご利用ください。

口座振替の納付方法は、①毎月納付(翌月末納付)、

②６ヶ月前納、③１年前納、今年度から新しく④毎

月納付(当月末納付)が始まりました。

保険料は毎月納めることとなっていますが、前払

いすると割引される前納制度があります。

１年分または定められた期間の保険料を前納します

と、割引があります。詳しくは、社会保険事務所な

どにお問い合わせください。

…免除申請は毎年、７月に申請を…

国民年金加入者(第１号被保険者)で、保険料を納

めることが困難な人には、前年の所得状況などに応

じて保険料の全額または半額の納付が免除される制

度と、学生納付特例制度、20歳台の若年者を対象と

した若年者納付猶予制度があります。

免除や納付猶予が承認されると、年金を受けるた

めの資格期間は納めているときと同様に取り扱われ

ますが、受け取る年金額を計算する場合は、納付し

ているときより減額されます。

●法 定 免 除

生活保護を受けていたり、障害基礎年金等を受け

ているとき、また、厚生大臣が指定する施設に収容

されているときは、届出することにより保険料の全

額が免除されます。

●申 請 免 除

本人、配偶者、世帯主の所得が低い場合や、天災

等による損害や失業などにより保険料を納めること

が困難なときは、申請を行った月の前月から指定さ

れた月（通常６月）まで保険料の全額又は半額が免

除されます。また、若年者の場合は、本人の所得が

低い場合納付が猶予されます。申請は毎年度必要で、

既に申請された方は６月分まで承認されていますの

で、平成17年７月分からは７月に申請してください。

学生納付特例は毎年４月分から次年３月分までです。

所得は、前年（申請する時期により前々年）の所得

が基準となります。なお、扶養親族等があれば、その

状況により一定の額が基準額に加算され ます。

半額免除を受けた月は、半額の保険料を納付しない

と保険料未納期間となります。

国民年金に関する問い合わせは

徳島南社会保険事務所 088－652－3111

役場 住民課年金係 ２－1501

国民年金の保険料

納付方法と口座振替

保険料の前納

保険料の免除

デ
ー
ト
商
法
と
は
、
異
性
間
の
恋
愛
感
情
を
利
用
し

て
、
高
額
な
商
品
を
購
入
さ
せ
る
と
い
う
手
口
で
す
。

最
近
で
は
、
携
帯
電
話
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
異
性
が
販
売
員
だ
っ

た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
や
「
電
話
が
き
っ
か
け
で
メ
ー
ル

を
や
り
取
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
に
会
っ
た
ら
販

売
員
だ
っ
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
被
害
者
の

九
割
が
二
十
歳
代
の
若
者
で
す
。

対
処
法
と
し
て
は
、
販
売
員
は
、
メ
ル
友
で
あ
る
間

は
趣
味
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
話
題
で
巧
み
に
見
込
客
の

気
を
引
き
、
実
際
に
会
う
ま
で
は
営
業
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
見
知
ら
ぬ
異
性

か
ら
の
誘
い
は
商
品
の
セ
ー
ル
ス
か
も
し
れ
な
い
と
疑
っ

て
か
か
り
、
安
易
な
気
持
ち
で
出
か
け
て
い
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
、
契
約
し
た
場
合
に
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ

て
か
ら
八
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
ま
す
。

そ
の
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
、
断
っ
て
い
る
の
に
長

時
間
の
勧
誘
で
契
約
さ
せ
た
場
合
は
、
消
費
者
契
約
法

に
よ
り
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８
―
６
２
３
―
０
６
１
１

役
場
住
民
課

２
―
１
５
０
１

消
費
者
の
豆
知
識
⑯

高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る

デ
ー
ト
商
法
に
ご
用
心
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ククリリーーンン情情報報

６
月
５
日
は

全
町
一
斉
清
掃
日

毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一斉清掃日と定め、環

境衛生の保全、環境美化の向上にご協力いただき「清流に緑映え

人輝くまち かつうら」づくりに成果をあげています。本年も

６月５日・７月３日・８月７日・９月４日

を予定しています。

各地区の区長さんや保健部長さんの指示に従って、地区の実情

にあった方法で、１戸に１人は参加していただき、ご協力をお願

いします。

家
庭
の
粗
大
ご
み
の

回
収
に
つ
い
て

日 時 平成17年６月５日
午前８時～午前11時まで
〔雨天時の中止の場合は、午前７時に放送

を行い、次週の日曜日平成17年６月12日

に延期します。〕

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 ★家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円

★特定家庭用機器４品目（エアコン、

テレビ、電気冷凍・冷蔵庫、電気洗

濯機） 運搬料金 １個 2，000円

※先に郵便局でリサイクル料金をお支払

いのうえ、ご持参ください。

その他 産業廃棄物及び事業系廃棄物は、取り

扱いできませんのでご了承ください。

例車両・建設廃材・ガスボンベ・農機具・

バッテリー・毒物などの危険なもの

※ごく一部の会社の製品がこの料金と違

うものがあります。別に郵便局で手数

料が１個につき70円必要です。

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷凍・冷蔵庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

参考 リサイクル料金（標準）

問い合わせ

役場住民課 ２―1501

クリーンセンター ２―4649

生活様式の多様化により、ごみの量が増加し、

それらを処理する経費も増加してきています。

修理可能な物は修理するなど、廃棄物をできる

だけ少なくする為のご協力をお願いします。

▲地域の美化は住民の手で＝坂本の地域づくり

粗
大
ご
み
の
回
収
の
よ
う
す

×
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６月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（21日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

６月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

六
月
四
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

六
月
十
一
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

２
―
１
５
０
１

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

●

六
月
八
日

●

六
月
二
十
二
日
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私
の
家
は
、
七
十
七
歳
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
母
の
三
人
暮
ら
し
で
す
。

母
は
、
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
ほ

と
ん
ど
家
に
は
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
家
の
用
事
や
仕
事

の
ほ
と
ん
ど
を
し
て
く
れ
ま
す
。
洗

濯
、
料
理
、
掃
除
、
畑
仕
事
、
私
の

学
校
へ
の
送
り
迎
え
な
ど
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
楽
し
み
は
、
家

の
用
事
が
終
わ
っ
た
後
の
ビ
ー
ル
で

す
。
と
て
も
お
い
し
そ
う
に
飲
み
ま

す
。で

も
、
最
近
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

足
や
腰
が
痛
い
よ
う
で
す
。
足
が
つ
っ

て
動
け
な
か
っ
た
り
、
一
日
中
寝
込

ん
で
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
見
る
と
、

心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
私
も
手
伝

わ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
、
私
の
で
き

る
こ
と
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
木
屋
平
村
は
、

山
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
せ
ま
い
村
で

す
。
そ
し
て
、
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
よ
う
な
高
齢
者
が
多
い
で
す
。
中

に
は
、
国
道
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
奥

で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者

も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
達
は
、
買

出
し
に
も
行
け
ず
、
話
し
相
手
も
い

ま
せ
ん
。
足
や
腰
が
悪
い
と
、
掃
除

を
す
る
の
も
大
変
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

私
は
、
学
校
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
木

屋
平
村
の
自
分
の
家
と
、
周
辺
の
地

図
を
書
い
て
、
高
齢
者
の
人
が
生
活

す
る
う
え
で
不
便
だ
と
思
う
と
こ
ろ

に
印
を
い
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ

て
い
る
か
考
え
ま
し
た
。
そ
う
す
る

と
、
私
達
の
家
の
周
り
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
場
所
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
人
達
に

と
っ
て
、
危
険
な
場
所
が
多
い
こ
の

村
で
生
活
す
る
の
は
、
大
変
だ
っ
た

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
私
達
は
、
高
齢
者
の
人
達
や

身
体
に
障
害
が
あ
る
人
、
幼
い
子
供

な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
達
が
集
ま
っ
て

遊
べ
る
場
所
を
見
取
り
図
に
書
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
部
屋
に
ど
ん
な
物

を
置
い
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
た
り
、

部
屋
に
入
っ
て
く
る
ま
で
の
標
示
を

点
字
で
書
い
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の

遊
び
場
の
見
取
り
図
を
作
っ
て
い
く

う
ち
に
、
私
達
の
周
り
に
は
、
た
く

さ
ん
の
バ
リ
ア
が
あ
っ
た
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
を
見
直
し
、
早
く
改
善
し
て
、
誰

に
と
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
達
の
学
校
で
は
、
毎
年

「
つ
る
ぎ
の
里
」
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

「
つ
る
ぎ
の
里
」
と
い
う
の
は
、
「
高

齢
者
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う

施
設
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
り
、
各
地
区
の
お
年
寄

り
が
週
に
一
度
集
ま
っ
て
き
て
、
ふ

れ
あ
い
交
流
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
た
め
の
ア
パ
ー
ト

も
あ
り
ま
す
。

私
達
は
年
に
一
度
、
全
校
生
徒
が

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
つ
る
ぎ
の

里
」
を
利
用
し
て
い
る
人
達
と
交
流

を
し
て
い
ま
す
。
私
が
初
め
て
「
つ

る
ぎ
の
里
」
へ
行
っ
た
時
に
驚
い
た

こ
と
は
、
廊
下
や
階
段
が
車
イ
ス
が

通
れ
る
よ
う
に
全
体
的
に
広
く
て
、

段
差
も
な
く
、
す
べ
り
止
め
も
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
階
段
に
は
、
車
イ
ス

の
人
が
乗
り
降
り
で
き
る
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
式
の
移
動
器
具
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
窓
の
カ
ギ
も
低
い
場

所
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
設
備
を
見
て
、
他
の
所
に
も
あ
っ

た
ら
い
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
授
業
で
い
ろ
ん
な
人
が
利
用

で
き
る
遊
び
場
の
見
取
り
図
を
作
っ

た
時
に
は
、
こ
こ
ま
で
思
い
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

交
流
の
時
間
に
は
、
歌
を
歌
っ
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
お
年
寄
り

の
人
と
話
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
み

ん
な
喜
ん
で
く
れ
て
、
私
達
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
が
お
年
寄
り
の
人
と
話
を
し
た

時
に
、
私
の
知
ら
な
い
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
知
恵
袋
」
の
よ
う
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
と
で
試
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
こ

の
お
年
寄
り
の
人
と
話
し
て
い
な
か
っ

た
ら
、
き
っ
と
知
ら
な
い
ま
ま
で
い

る
だ
ろ
う
か
ら
、
と
て
も
い
い
交
流

に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
お
別
れ

の
時
は
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。

お
年
寄
り
の
人
は
、
わ
ざ
わ
ざ
玄
関

ま
で
見
送
り
に
出
て
く
だ
さ
り
、
顔

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
、
心
に

熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
心
の
中
で
ず
っ
と
長
生
き
し

て
ね
と
思
い
ま
し
た
。

木
屋
平
村
は
過
疎
地
で
、
だ
ん
だ

ん
若
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
中
学
生
の
頃

に
は
数
百
人
い
た
全
校
生
徒
も
、
今

で
は
二
十
二
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
で

も
、
こ
の
ま
ま
お
年
寄
り
だ
け
が
残
っ

て
若
者
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
若
者
も
お
年
寄
り
も
い
っ

し
ょ
に
生
活
で
き
る
、
活
気
の
あ
る

村
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

で
考
え
た
よ
う
な
遊
び
場
を
実
際
に

作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
今
の
私
に
は
無
理

で
す
。
だ
か
ら
、
私
が
今
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
、
そ
れ
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
例
え
ば
、

バ
ス
に
乗
り
降
り
す
る
時
、
高
齢
者

の
人
達
は
大
変
そ
う
な
の
で
、
手
助

け
を
し
た
り
、
バ
ス
の
中
で
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
し
た
い
で
す
。

私
が
で
き
る
こ
と
は
、
さ
さ
い
な

こ
と
だ
け
ど
、
こ
う
い
う
こ
と
を
通

し
て
本
当
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ふ

る
さ
と
」
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
五
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

バリアフリーの
ふるさとを作る

14
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図書館だより

昔
日
よ
り

諸

田

玲

子

上

陸

五

条

瑛

黒
笑
小
説

東

野

圭

吾

小
判
商
人
（
御
宿
か
わ
せ
み
）

平

岩

弓

枝

小
説
以
外

恩

田

陸

家
、
家
に
あ
ら
ず

松
井
今
朝
子

辰
巳
八
景

山

本

一

力

魂
萌
え
！

桐

野

夏

生

盛
田
昭
夫
学
校

上
・
下

江
波
戸
哲
夫

ビ
ジ
ョ
ン

森

村

誠

一

シ
セ
ッ
ド
・
ヒ
ー
セ
ッ
ド

柴
田
よ
し
き

ロ

カ

中

島

ら

も

赤
に
捧
げ
る
殺
意

有
栖
川
有
栖

最
後
に
咲
く
花

片

山

恭

一

再
生
巨
流

楡

周

平

ぼ
く
が
愛
し
た
ゴ
ウ
ス
ト

打

海

文

三

懲
り
な
い
男
と
反
省
し
な
い
女

渡

辺

淳

一

審

判

深

谷

忠

記

ス
パ
イ
ラ
ル
・
エ
イ
ジ

新
津
き
よ
み

た
ば
風

宇
江
佐
真
理

透
明
な
旅
路
と

あ
さ
の
あ
つ
こ

幸
福
を
売
る
男

藤

田

宜

永

暁
の
旅
人

吉

村

昭

こ
の
本
が
、
世
界
に
存
在
す
る
こ
と
に

角

田

光

代

第
三
の
容
疑
者

小

杉

健

治

リ
ト
ル
バ
ー
ズ

綿

井

健

陽

転
機
の
海
外
援
助

緒

方

貞

子

お
墓
と
仏
壇
選
び
方
・
建
て
方

主
婦
の
友
社
編

新
着
図
書
の
一
部
紹
介

★おはなし会

26日 午後２時から

図書館幼児室

★県立図書館協力巡回日

○印（下記カレンダー）

★休館日

○印（下記カレンダー）

★図書館が閉っ

ている時の返

却本は玄関横

のブックポス

トに入れてく

ださい。

★ ６ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

６月の行事

新
着
図
書

開
校
式
記
念
行
事
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
二
宮
清
純

氏
を
お
迎
え
し
、
「
勝

者
の
思
考
法
」
と
題
し

て
文
化
講
演
を
開
催
し

ま
す
。

二
宮
清
純
氏
は
、
現
在
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
戦
な
ど
国
内
外
で
幅

広
い
取
材
活
動
を
展
開
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
一

方
、
「
地
域
」
と
「
住
民
」
を
主
体
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
サ
ン
デ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
ブ
ロ
ー
ド

キ
ャ
ス
タ
ー
」
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

や
報
道
番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
、
講
演
活
動
と
幅
広
く
ご

活
躍
中
で
、
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
裏
話
を
交
え
な
が
ら
、

き
っ
と
楽
し
い
お
話
が
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

平
成
十
七
年
七
月
三
日

午
後
一
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

２
―
２
５
１
５

勝
浦
町
社
会
総
合
大
学
開
校
式

▲スポーツジャーナリスト
二宮清純氏

▲
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シ
ャ
ッ
タ
ー
を
く
ぐ
り
て
入
り
来
し
冬
の
陽
も
日
ご
と
に
戸
外
へ
退

し
り
ぞ

き
て
ゆ
く

棚
野

島

つ
と
む

た
ら

の
芽
の
さ
み
ど
り
並
ぶ
朝
市
に
季
節
の
さ
き
が
け
見
る
は
た
の
し
も

生
名

柳

田

末

子

聴
診
器
当
て
ら
れ
し
記
憶
な
き
ま
ま
に
七
十
六
歳
の
半
ば
と
な
り
ぬ

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

無
礼
な
る
言
動
な
り
と
思
い
し
が
耳
遠
き
人
と
知
り
て
改
む

棚
野

殿

川

早

苗

鯉
幟
り
は
柿
の
若
葉
に
囲
ま
れ
て
金
の
鱗
が
初
夏
の
陽
に
光
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

春
の
陽
に
白
装
束
の
輝
き
て
歩
き
遍
路
の
鈴
の
音
清
し

坂
本

菅
内
久
美
子

孫
子
等
の
集
え
る
快
気
祝
い
な
れ
ば
泣
き
笑
い
の
吾
が
写
さ
れ
て
お
り

棚
野

田

中

茂

子

花
の
名
を
聞
け
ず
に
逝
き
し
そ
の
女ひ

と

の
名
を
付
け
て
呼
ぶ
ピ
ン
ク
の
花
に

与
川
内

植

松

寄

子

廃
屋
に
咲
き
盛
り
い
る
桜
な
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
人
等
足
止
め
見
上
ぐ

横
瀬

平
山
美
千
江

戦
時
中
は
供
出
米
を
作
り
た
る
棚
田
に
育
ち
し
杉
の
木
見
上
ぐ

横
瀬

廣
安
美
枝
子

篭
に
盛
り
新
鮮
さ
を
売
り
も
の
に
春
の
香
の
す
る
蕗
の
薹と

う

な
り

沼
江

福

田

房

子

杳と
お

き
日
に
亡
夫
が
唄
い
し
ノ
モ
ハ
ン
小
唄
深
夜
の
ラ
ジ
オ
に
懐
か
し
く
聴
く

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

見
つ
け
ら
れ
歓
声
挙
げ
て
幼
な
子
は
母
さ
ん
の
鬼
に
飛
び
つ
い
て
ゆ
く

棚
野

田

中

久

子

新
所
帯
持
ち
た
る
子
等
の
頼
も
し
く
苦
労
苦
に
せ
ぬ
覚
悟
い
と
し
も

横
瀬

丸

関

朋

子

力
強
く
時
刻
み
ゆ
く
花
時
計
見
つ
つ
快
方
期
の
友
見
舞
い
行
く

中
山

溝
内
喜
美
代

散
り
初
む
る
花
に
一
と
日
の
時
雨
き
て
鶯
の
声
静
ま
り
た
り
き

中
山

栗

城

絹

恩
師
迎
え
古
希
を
過
ぎ
て
の
ク
ラ
ス
会
脳
裏
に
去
来
す
る
若
き
日
の
こ
と

坂
本

木

下

茂

子

暇
が
出
来
て
相
撲
フ
ァ
ン
に
な
り
し
今
力
士
の
気
迫
に
元
気
を
も
ら
う

横
瀬

林

と
み
え

晴
れ
し
朝
は
鶯
の
声
も
さ
わ
や
か
に
犬
と
散
歩
の
足
も
と
軽
し

坂
本

山

口

昭

市

弟
が
次
々
逝
き
て
吾
の
何
処
か
削
り
取
ら
る
る
思
い
す
る
な
り

中
山

山

下

房

雄

鶴
山
を
仰
ぎ
つ
つ
軍
歌
口
遊ず

さ

む
平
和
に
明
け
暮
る
る
今
の
わ
が
町

坂
本

平

尾

智

男

桜
花
い
っ
き
に
咲
き
て
春
を
呼
び
接
待
受
く
る
遍
路
が
憩
う

横
瀬

日

下

克

子

寝
た
き
り
の
母
を
見
舞
い
て
や
わ
ら
か
く
細
き
両
手
を
撫
で
さ
す
り
お
り

立
川

堀

梅

子

竿
の
先
に
杉
葉
青
々
結
び
つ
け
鯉
の
ぼ
り
泳
ぐ
空
晴
れ
わ
た
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

六
十
を
過
ぎ
て
良
く
似
て
き
た
母
さ
ん
に
何
の
仕
草
も
親
ゆ
ず
り
な
り

中
山

猪
谷
喜
美
代

恒
例
の
ぼ
ん
ぼ
り
も
な
く
ひ
そ
や
か
に
主
の
病
む
庭
も
桜
咲
き
い
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

溜
め
池
の
蛙
が
跳
び
乗
る
木
の
葉
舟
浮
き
つ
沈
み
つ
対
岸
に
着
く

横
瀬

西

蔭

達

男

義
経
の
時
代
と
違
え
ど
勝
浦
に
も
悲
運
の
武
者
の
遠
き
城
跡

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

〈
選
の
後
に
〉

今
回
は
い
い
歌
が
あ
り
、
た
の
し
く
選
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

ま
ず
、
島
つ
と
む
さ
ん
の
歌
は
、
玄
関
に
入
っ
て
来
る
冬
の
陽
を

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
く
ぐ
り
て
入
り
来
し
」
と
と
ら
え
、
ま
た
そ
の
冬
陽

が
日
ご
と
に
少
し
ず
つ
移
動
し
て
い
く
の
を
「
戸
外
へ
退
き
て
ゆ
く
」

と
巧
み
な
描
写
で
見
事
に
表
現
し
て
す
ば
ら
し
い
。
島
さ
ん
は
徳
島

新
聞
の
「
徳
島
歌
壇
賞
」の
受
賞
者
だ
け
に
力
あ
る
作
品
を
示
し
た
。

次
に
柳
田
末
子
さ
ん
は
、
季
節
の
さ
き
が
け
と
し
て
「

た
ら

の
芽
の

さ
み
ど
り
」
が
朝
市
に
並
ん
で
い
る
新
鮮
さ
を
「
た
の
し
も
」
と
感

動
し
て
い
る
。

た
ら

の
芽
の
季
節
感
が
み
ず
み
ず
し
い
。
中
田
ヤ
ス
エ

さ
ん
は
、
七
十
六
歳
の
半
ば
な
の
に
ま
だ
医
者
に
聴
診
器
を
当
て
ら

れ
た
記
憶
が
な
い
と
い
う
歌
だ
。
何
よ
り
も
こ
の
事
実
に
ま
ず
感
心

し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
健
康
な
作
者
だ
け
に
健
康
な
い
い
歌
と
な
っ

て
い
る
。
作
品
と
い
う
も
の
は
や
は
り
健
全
な
身
体
で
あ
っ
て
こ
そ

よ
い
感
動
が
得
ら
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
い
ま
の
勝
浦
町
民
の
文

芸
の
推
進
は
「
聴
診
器
当
て
ら
れ
し
記
憶
な
き
ま
ま
に
七
十
六
歳
の

半
ば
と
な
り
」
た
る
中
田
さ
ん
に
負
う
と
こ
ろ
が
実
に
大
き
い
と
思

わ
れ
る
。
よ
っ
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

さ
て
、
今
回
も
勝
浦
町
出
身
の
歌
人
に
登
場
し
て
も
ら
っ
た
。
以

下
福
田
美
恵
子
さ
ん
の
ふ
る
里
を
歌
っ
た
作
品
を
紹
介
し
よ
う
。

歳
月
を
抱
く

福

田

美
恵
子

山
裾
に
閑し

ず

も
る
生
家
の
遠
見
え
て
父
母
あ
り
し
日
の
歳
月
を
抱
く

農
継
ぐ
も
つ
が
ぬ
も
共
に
老
い
刻
み
父
母
の
回
忌
の
席
は
賑
わ
う

あ
り
し
日
の
父
の
浄
瑠
璃
カ
セ
ッ
ト
に
ほ
ろ
酔
い
の
子
ら
神
妙
に
聴
く

青
空
を
大
鷲
の
ご
と
飛
翔
し
て
祖
の
墓
見
下
ろ
す
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

や
さ
し
さ
も
哀
し
み
も
込
め
と
の
曇
る
蜜
柑
の
山
に
杳と

お

き
想
い
出

父
母
が
生
命

い
の
ち

を
か
け
し
蜜
柑
山
被
害
あ
ら
す
な
と
風
つ
よ
き
夜
は

福
田
美
恵
子
さ
ん
は
、
勝
浦
町
星
谷
の
出
身
で
、
実
家
は
今
お
兄

さ
ん
の
沢
口
俊
夫
さ
ん
が
継
い
で
お
ら
れ
る
。
福
田
さ
ん
は
徳
島
大

学
医
学
部
附
属
病
院
前
で
大
き
な
料
亭
を
経
営
さ
れ
て
い
た
が
、
十

数
年
前
に
閉
店
さ
れ
た
。
昨
年
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
、
今
は
娘
さ
ん

ご
夫
妻
と
静
か
な
生
活
で
、
毎
月
力
あ
る
短
歌
作
品
を
徳
島
の
短
歌

界
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
短
歌
の
ほ
か
に
書
道
に
も
造
詣
が
深
い
。

六
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田
万

里

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山
香

月

次
回
作
品
募
集

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇
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国保と医療費

たとえば

40歳から64歳の介護保険料は、国保税として徴収します。

六
月
に
会
社
を
や
め
、
九
月
に
国
保

加
入
の
届
け
出
を
出
し
た
人
の
場
合

保
険
税
は
国
保
の
資
格
を
得
た
六
月
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
を
し
た
九
月
ま
で
保
険
証

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
六
～
八
月
の
あ
い
だ

の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
国
保
の
被
保
険
者
と
し
て
の
資
格
を
得
た

月
、
例
え
ば
職
場
の
健
康
保
険
を
抜
け
た
り
、
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

保険税の納め方

平 等 割 一世帯にいくらと計算

均 等 割 世帯の加入者数に応じて計算

所 得 割 世帯の所得に応じて計算

資 産 割 世帯の資産に応じて計算

その年に予測される医療費から、

国などからの補助金と私たちが病院

で支払う一部負担金を差し引いた分

が保険税となります。
保
険
税
の
総
額
を
右
の
四
つ
の
項
目
を
も

と
に
算
定
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
一
世

帯
ご
と
の
保
険
税
額
が
決
ま
り
ま
す
（
市
町

村
に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
は
異
な
り
ま
す
）。

保険税

自己負担金

国や地方自治体

などの補助金

その年に予測

される医療費

保険税の決め方

会社をやめた
▼

この間の医療費は
全 額 自 己 負 担

国保加入の届け出を出した
▼

６月 ７月 ８月 ９月 10月

保険税の納付は世帯主の義務

世帯主本人が職場の健康保険などに加入している場合

でも、世帯内に国保の被保険者がいる場合は保険税納付

の義務は世帯主にあります。

入院時の食事代の
減額認定証の更新手続き

住民税が非課税世帯の方が入院した場合には、申請す

れば１日の食事代負担額が780円から650円に、また、90

日を超えた場合には500円軽減されます。

該当される方はすでに減額認定証を交付していますが、

平成17年５月31日で有効期限が切れます。再度軽減認定

証を受ける必要がある方は更新手続きをしてください。

【申請に必要なもの】

健康保険証・印鑑・食事代の減額認定証

老人医療の方は老人医療受給証

【申請場所】

国民健康保険に加入している方は、

役場税務課 2－1503

老人医療を受けている方は、

役場福祉課 2－1502
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の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 星 谷 集 会 所 満40歳以上の住民 問 診 票

６ 月 総 合 健 診 ８:00～10:00 坂 本 集 会 所 満40歳以上の住民 問 診 票

８ 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 婦 人 の 家 満40歳以上の住民 問 診 票

10 金 １歳６か月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成15年９月１日から
平成15年12月31日まで
に生まれた子

健 康 診 査 票

母子健康手帳

14 火 股 関 節 脱 臼 健 診 13:00～ 勝 浦 病 院
平成17年１月１日から
平成17年４月30日まで
に生まれた子

母子健康手帳

15 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 今山ふれあい
交 流 館 満40歳以上の住民 問 診 票

17 金

糖尿病予防教室・健康相談 ９:00～11:30 棚 野 集 会 所

住 民 健 康 手 帳健 康 相 談 13:00～14:00
久 国 集 会 所

平賀先生のお話「糖尿病予防」 14:00～14:40

18 土 男 の 料 理 教 室 14:00～ 農村環境改善
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

20 月

乳 腺 ・ 甲 状 腺 検 診 ９:00～10:00

農村環境改善

セ ン タ ー
参 照 問 診 票乳 腺 ・ 甲 状 腺 検 診

子 宮 が ん 検 診
骨 粗 鬆 症 検 診

13:30～14:30

24 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成16年10月１日から
平成17年３月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

楽しい食事、普段の会話、若々しい表情など歯

と歯ぐきの健康は、明るく豊かな生活に欠かせな

いものです。人生80年以上という長寿社会を迎え、

歯の健康はますます大切なものとなってきます。

こうしたことから、子どもの頃から生涯を通じた

歯の健康づくりを行い、80歳になっても自分の歯

を20本以上保とうという「8020（ハチマル 二イマ

ル）運動」が提唱されています。

徳島県歯科医師会において、この「8020運動」

を推奨するため、「良い歯の高齢者」を募集します。

１．対 象

県内に在住の80歳以上（大正15年３月31日
生まれまで）で、自分の歯を20本以上持って

いる人（入れ歯以外）であり、日常生活に支
障のない程度の身体的にも健康な人。（ただし、

過去に受賞された人は対象となりません。）

２. 募集締め切り 平成17年６月30日

３．応募先

〒770-0003 徳島市北田宮１丁目８番65号
徳島県歯科医師会

TEL（088）631-3977 FAX（088）631-4179
住所・氏名（ふりがな）・年齢（生年月日）・

電話番号を電話又は、FAXでお知らせください。

４．表 彰

とき：平成17年９月９日
会場：徳島県郷土文化会館

５．選考方法
申し込み受付後、簡単な歯科検診を行います。

平成16年度「良い歯の高齢
者」では、勝浦町から次の

方々が受賞されました。

藤木チヨコさん（今山）

米 田 孝 平さん（横瀬）

8020
ハチマルニイマル

推進運動 の募集「良い歯の高齢者」
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保 健 だ よ り

総合健診並びに婦人がん検診
骨粗鬆症検診が始まります！

各地域を巡回して、次のとおり総合健診を実施します。

種 類 対 象 者 検診料 検 査 内 容

基本健康診査 40歳以上の住民 700円 身長、体重、血液検査、尿検査心電図等

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000円 血液中の前立腺特異抗原を測定

肝炎ウィルス

検 査

①平成18年3月31日までに、40歳･45歳･50歳･55歳･
60歳･65歳･70歳を迎える人

②過去に肝機能異常が認められた人、過去に大き
い外科手術や、多量に出血があった人で、その
後定期的に肝機能検査を受けていない人

800円
血液検査でＢ型肝炎、Ｃ型肝炎の

感染について調べる。

胃 が ん検 診 40歳以上の住民 1,000円 バリウムによる胃透視

結核・肺がん
検 診

40歳以上の住民 500円 レントゲン撮影

50歳以上の人で喫煙指数 (喫煙年数×1日喫煙本数)
が600を越える人または、半年以内に血痰があった人

800円 レントゲン撮影と喀痰検査

大腸がん検診 40歳以上の住民 1,100円 ２日間の便の潜血反応を判定

※料金は表のとおりですが、生活保護世帯、町民税非課税世帯の方、

及び70歳以上の人は無料です。（ただし、前立腺がん検診は除く）

（注意）

①胃検診、基本健康診査は、当日何も食べずに受診してください。

②前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査は基本健康診査と合わせて

実施します。基本健診を受診しない人は、前立腺がん検診、肝炎

ウィルス検査を受けることはできません。

③総合健診で基本健診を受診した人は、町が実施する医療機関健診、

人間ドックは重複するため、受診することはできません。

受付時間 午前８時～10時１.総合健診

月 日 曜日 実 施 場 所 対象地区

７月７日 木 農村環境改善センター 横瀬

７月12日 火 沼江コミュニティセンター 石原･沼江･掛谷

７月26日 火 生名センター 生名

７月28日 木 農村環境改善センター 中山・与川内

８月４日 木 農村環境改善センター 久国・棚野

▼７月以降の総合健診の日程は次のとおりです。

※検診料金については70歳以上の人､ 生活保護世帯、市町村民

税非課税世帯の人は無料です。

※町が実施する医療機関健診や人間ドックおよびがん検診を

重複して受診することはできません。

種 類 対 象 年 齢 検診料 内 容 注 意

子宮がん検診 20歳以上の女性 700円 子宮頚部の細胞診
昨年子宮がん検診を受診
した人は、今年の検診は、
受けることはできません。

乳腺・甲状腺
検 診

40歳以上の女性 2,000円
医師による視触診と、乳房
Ｘ線検査（マンモグラフィ）
２方向を合わせて実施

昨年、乳房Ｘ線(マンモ
グラフィー)を受診した
人は、今年の検診は、受
けることはできません。50歳以上の女性 1,600円

医師による視触診と、乳房
Ｘ線検査（マンモグラフィ）
１方向を合わせて実施

骨粗鬆症検診
40歳・45歳・50歳・55歳・
60歳・65歳・70歳の女性

700円 超音波にて骨量を測定する

２.婦人がん検診・骨粗鬆症検診
受付時間 午前８時～10時 乳腺・甲状腺検診

午後１時30分～2時30分 乳腺・甲状腺検診、子宮がん検診、骨粗鬆症検診

月 日 曜日 実 施 場 所

７月５日 火 農村婦人の家

８月１日 月 農村環境改善センター

▼７月以降の日程は次のとおりです。

健診は、疾病の早期発見
だけでなく、検査結果に
より、日ごろの生活習慣
を見直す良い機会ともな
ります。必ず受診し、健
康管理に役立てましょう！
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日 時 場 所 備 考

６月１日

６月10日

６月17日

６月24日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 ２－4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成17年４月16日～平成17年５月15日（敬称略）

人 口（平成17年４月30日現在）

世帯数 2,114戸

男性 3,177人

女性 3,410人

計 6,587人

出生 男 ０人 女 ５人 計 ５人

死亡 男 ３人 女 ２人 計 ５人

転入 男 13人 女 ８人 計 21人

転出 男 12人 女 11人 計 23人

中 内 信 枝 さん（中山） 森 野 光 次 さん（黒岩）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（４月16日～５月15日）

おくやみ申します

大字生名字大前 平畠サクノ（97歳）

大字沼江字田中 岡タカノ（100歳）

大字沼江字天川 中 實 則（74歳）

大字三溪字橘 坪 井 芳 夫（83歳）

大字三溪字平 前 田 哲 也（32歳）

ご利用ください！

日 時 ６月９日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ６月13日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ６月11日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休みです)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088-655-5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

時間延長年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所開設

土曜日年金相談

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

６月 勝浦郡夜間救急当番表
６月２日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

６月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
６月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月10日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０
６月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月16日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

６月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
６月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月24日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０
６月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月28日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

６月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

ご結婚おめでとう

（
大字久国字松ノ本

徳島市

松 田 有 司
香 川 未 佳

（
上勝町

大字沼江字山路

仁 田 聖 二
中 野 泉

（
大字沼江字車ノ口

東京都

笠 木 正 博
吉 玉 霞

お誕生おめでとう

大字沼江字山路 ）岡 田 智 明
知 巳

二女 凜
りん

二女 美
み

佳
か綿 引 勝 美

由 佳）大字三溪字上小川

長女 茜
あかね田 嶋 克 弥

実代子 ）大字中角字東山

長女 朱
しゅ

李
り本 平 和 伸

真 代）大字星谷字宮原
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